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　レジャーや語学力の向上を目

的に海外に出かける若者は多く

みられます。では、収入改善や

キャリアアップ、スキルアップな

どに積 極 的 な上 昇志向の 強い

若年層は、海外についてどのよ

うな意識を持っているのでしょ

うか。

　N R I が 2008 年８月に実 施し

た「若者の生活意識に関するア

ンケート調査」によると、20 代

若年層の海外意識は保守的な傾向
──アンケートからみた若者の上昇志向と海外に対する意識

データ潮流

上昇志向についての若者の意識

～ 30 代のおよそ４分の１の人が、

上昇志向が強いようです。

　この人たちの海外意識につい

て見てみると、外国人の友人を

持つことや、外国語で外国人と

コミュニケーションをとること

に対しては、比較的積極的なよ

うです。また、欧米先進国での

就 労 や、国 内 で の 外資 系 企 業

へ の就 職 には関 心 を 表して い

ます。語学力やコミュニケーシ

ョン能力を向上し、仕事に生か

したい様子がうかがえます。

　一方、新興国、発展途上国で

の就 労や 海 外へ の 定住に対し

ては、消極的な様子が見られま

す。ここからは、「新たな可能性

の 模 索」や「真 の 多文化 共 生」

には慎重な姿勢がうかがえます。

上 昇志 向 が 強 い人 たちで さえ、

海 外 に対 する受 容 性は全 般 的

に低いといえそうです。

上昇志向が強い若者の海外に対する受容性（N＝244）

年齢が低いほど
上昇志向が強い傾向が
みられる

両グラフ出所）若者の生活意識に関す
るアンケート調査／実施時期＝2008
年8月2日～3日／回収数＝1000サン
プル／詳細＝http://www.nri.co.jp/
souhatsu/research/2008/pdf/
rd200809_01.pdf
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欧米先進国での就労
新興国※での就労

発展途上国での就労
日本国内での欧米先進国の外資系企業への就職

日本国内での新興国※の外資系企業への就職
外国人の友人を持つこと

外国語で外国人とコミュニケーションをとること
介護など特定の職場への外国人労働者の受け入れ

近隣への外国人の居住
欧米先進国での定住

新興国※での定住
発展途上国での定住
海外でのボランティア
あてはまるものはない

10 50％

※
BRICs（ブラジル、ロシア、インド、中国）
やVISTA（ベトナム、インドネシア、南
アフリカ、トルコ、アルゼンチン）など
の経済発展している国々
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